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第３回　「刑事法・刑事政策の現場から」（2017年12月９日）
報告者　田口寿子（国立精神・神経医療研究センター病院司法精神科医長）
対論者　渡邊一弘（本学法学部教授）
（於神田校舎５号館571教室）
前川亨（専修大学法学研究所長）：皆さん，本日は専修大学法学研究所主催の公開講座
『現場からの法律学・政治学  Ⅱ』の第３回「刑事法・刑事政策の現場から」にようこ
そご来場下さいました。法学研究所長の前川と申します。講座の開始に先立ちまして，
ひとことご挨拶申し上げます。本年度の講座も，第１回「国際法・国際政治の現場か
ら」，第２回「地方行政の現場から」が既に終了し，本日が第３回，本年度の最終回と
なりました。本日は，国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター病院司法精
神科医長の田口寿子先生に「精神障害と犯罪 ─ 司法精神医療の現場から」と題する
ご報告をいただきます。対論者・コーディネーターは当研究所の事務局長で刑事政策
がご専門の渡邊一弘先生にお願いいたしました。
　講座の概要については，お手元のパンフレットをご覧いただければと存じますが，
そこで田口先生も書いておられますように，本日ご報告いただくのは非常に難しいテ
ーマであり，また非常に重たいテーマでもあります。少し古いデータですが，アメリ
カ合衆国における暴力犯罪が精神疾患と関連する事例は，1990年で全体の約３％に過
ぎないといわれます（G. C. デビソン／ J. M. ニール／ A. M. クリング（下山晴彦編訳）『テキスト
臨床心理学』２『研究と倫理』誠信書房，2007年，146頁）。精神病罹患者が犯罪に至るケースは
決して多くないといえるでしょうが，にもかかわらず，精神疾患と犯罪が結びつく事
例では被害の深刻さが際立っていたり，行為の態様が極めて特異であったりすること
から，社会に与える衝撃も大きくなり，印象が強く刻まれることも否めません。別の
観点からみれば，これらの事例は一般的ではないけれども，その他の一般的な事例に
おいては必ずしも浮かび上がってこない根本的な問題 ─ 田口先生の表現をそのま
ま使わせていただくと「人間学的」な次元の問題 ─ をもわれわれにつきつけずには
おきません。こうした問題と真正面から向き合うのは「しんどい」ことではありますが，
その前提として何よりもまず，部外者にはなかなか立ち入れない司法精神医療の現場
で，どのようなことが考えられ，また行われているのかを正確に理解することが必要
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です。テーマがテーマだけに，軽々に，あるいは興味本位で語っていいとは思いませ
んが，他方，逆にこうしたテーマがタブーとされる社会も決して望ましくはないと私
は思います。私たちは，真摯な態度で，しかも感情に流されることなく冷静に考え，
議論することが求められます。本日の田口先生のご講演，渡邊先生との対論，そして
フロアの方々との質疑を通じて，この困難な問題に対する理解が深まることを希望し
て止みません。
　では，ここからは講座の進行も含めて，渡邊先生にお任せいたします。
渡邊一弘：本日の講座の進行を務めます渡邊でございます。会場の皆さま，本日はよ
うこそいらっしゃいました。
　まず私の方から，本日の講師である田口寿子先生についてご紹介させていただきま
す。田口先生は東京大学医学部をご卒業の後，海外留学などを経まして，長く東京都
立松沢病院の精神科に勤務しておられました。そして，2014年より，現所属である国
立精神・神経医療研究センター病院において，本日のお話にも出て参ります心神喪失
者等医療観察法の医療に，司法精神科医長のお立場で従事しておられます。私も，法
と精神医療学会，司法精神医学会の他，各種研究会で長くご指導いただいております。
以前，一度フランスへの視察調査に同行させていただきましたが，その際には見事な
フランス語で私たちを導いて下さいまして，医学の能力のみならず語学の能力におい
ても圧倒された経験がございます。
　本日の講座は「精神障害と犯罪 ─ 司法精神医療の現場から」というテーマでござ
いますが，このようなテーマに関しましては，例えば2001年の大阪池田小学校殺傷事
件，2016年の相模原障害者施設殺傷事件など，加害者に精神病院への通院歴があると
いうことが報道等で出てきますと，ワイドショー，週刊誌等がセンセーショナルにそ
のことを取り上げ，社会的な関心も高まる。そういうテーマであると思います。社会
の論調としましても，加害者に精神科への通院歴があるということが強調されると，
「精神障害者は犯罪を起こす危険な存在なんだ」というイメージを強く持たれるよう
になっております。また，私は大学で刑法の授業などを担当しておりますが，そこで
も，「責任能力なんて，精神障害のある人を犯罪から除外してしまう悪い制度ではない
か」とか「なぜ精神障害者であれば，罪を犯しても刑務所に入らないでいいのか」とか
いった質問が多く寄せられます。自分の行為が良いことなのか悪いことなのか，仮に
それを認識できていたとしても自分ではそれを統制できないような状態にある人につ
いて，国家が個人に対して極めて厳格な内容を持つ刑罰という制度で対応する刑事司
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法を用いて対応することが妥当なのか，という点については，やはり慎重な議論が必
要になってきます。精神障害とはいったいどういう症状なのか，精神障害を原因とし
て犯罪に及んでしまうというのはどのような状態なのかという問題については，法律
という規範的な観点のみならず，精神医療の理解も含め，望ましい社会的対応を模索
していく必要があると私は強く感じております。本日のご講演でも触れて下さいます
が，田口先生は精神鑑定の実務，それから触法行為に至ってしまった精神障害の方々
の治療に携わっておられまして，司法と医療と，その双方の現場を知る貴重な精神科
医でいらっしゃいます。本講座の趣旨である「現場からの
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法律学」の観点からご講演
いただくのには最適の精神科医であると思います。本日は田口先生から，精神障害が
原因となり，時に「犯罪」に至ってしまうというメカニズム，触法行為を行ってしまっ
た精神障害者への処遇，精神鑑定等，司法と医療の交錯領域について，お話をいただ
くことにしたいと思います。このような講座内容について，本日は，一応，「刑事法・
刑事政策の現場から」という企画の枠で田口先生にご講演をお願いしておりますが，
お話を伺った後，本当にこの問題については刑事法・刑事政策の問題として位置づけ
ることが正しいのかどうかという根本のところについても，皆さまにお考えいただけ
ればと考えております。司法精神医療というデリケートで難しい問題ではございます
が，田口先生のお話をお聴きいただいて，皆さまご自身でもこの問題についての理解
を深めていただきたいと思っております。
　それでは，田口先生，よろしくお願いいたします。
